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上ドッベ□　内室病□　度静安 静安上床□ 可位座力自□
後室帰（ 42 ）らな能可後間時
拭清身全□

上ドッベ□　内室病□度静安
( 、後去除ルテーテカ置留胱膀

）可内室病

上ドッベ□　内室病□度静安

ーワャシ□　ばれあ可許の師医
拭清身全□　らな理無ーワャシ
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明説りよ師医
書意同術手□　

明説りよ医科酔麻
表診問科酔麻□　
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認確品物術手□　
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＊入院に関して心配事がありましたらお申し出ください。
＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。種々の都合により予定通りではないこともありますので、予めご承知ください。
＊入院に際してこの用紙を必ずお持ちください。
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○切迫症状が安定（消失）し、安全・安楽に妊娠継続ができ、退院できる
○不安が軽減し、心身の安静が保持できる

説明医師

看護師

月月月月月
日日日日日 日　　月 日　　月 ～日　　月 日　　月　　

経経経経経
過過過過過

前術日当 後術日当 目日１術手 降以目日２術手 日院退

検検検検検
査査査査査

すまい行を査検の尿と液血 術手 5 すまい行を査検の尿と液血に目日

食食食食食
事事事事事

すで食飲絶
粥全りよ昼

食療治○　　食常○ ( 分塩 7ｇ)
りよ朝

食療治○　　食常○ ( 分塩 7ｇ)
すで院退後食朝

処処処処処
置置置置置
・・・・・
観観観観観
察察察察察

すまりあが定測圧血・拍脈・温体、朝早

すまし察観を音心のんゃち赤

を圧血・拍脈・温体に回頻は後術
すまし定測

すまりあが合場るすを入吸素酸
すまり入が管の尿に中術手

すまし察観を音心のんゃち赤
( 娠妊 61 降以週 )

すまし定測を圧血・拍脈・温体、宜適 すまし定測を圧血・拍脈・温体、宜適・
すまりあが察診の後術・

すまき抜を管の尿てじ応に状症・
すまい行を察診度都のそ、ばれあが化変に状症・

いさだくえ伝おに師護看、師医　
すましを察診に前の院退・

注注注注注
射射射射射
・・・・・
内内内内内
服服服服服

すまし始開を滴点、朝
で室術手、合場の術手前午
すまりあも合場う行を滴点

を果効の酔麻に前術手
すまりあが射注のめたるめ高

すまりあが滴点の後術手
の防予縮収宮子、てじ応に状症

すまい行を滴点

すまし入挿を錠膣で室術手

夕・朝が滴点 2( 回/日) すまりあ
すまれさ出が薬服内てじ応に状症

すまし入挿を錠膣

すまし止中を滴点ばれまさおが状症りなくなが血出、り張の腹お
すまりあが合場るなと更変に服内、で点時のこ

は合場いながスガ、目日２術手
るすを射注るすくすやし出をスガ

。すまりあがとこ

行行行行行
動動動動動

。いさ下てえ替着に着術手
。すまし外をのもの下以
鏡眼・　輪指・　計時腕・

ンピアヘ・　アュキィデペ、アュキニマ・
スアピ・　ズンレトクタンコ・

を毛除の位部術手に中前午、合場たっかなしを毛除に日前
方いなの可許浴入。すまきだたいてし浴入後のそ、い行

すまい行を拭清、は

すまりなと静安上床 すまきだたいてしに静安、りよに画計療診の師医

スーナ、でのすまりなと上床が泄排は方の静安上ドッベ※
まい行が師護看も備準の面洗。いさだくせら知おでルーコ
。すまきだたいてしに静安、でまるあが示指の師医。す

　　　　　　　　すまい行を拭清が師護看
　　　　　　　　　　　　　　　

すまれさ可許が浴ーワャシ、ばれけなが題問に傷や血出くなが熱発、らかてけ受を察診

すましたい髪洗・拭清が師護看、宜適、は合場な理無が浴ーワャシ

すまきでがとこく歩を室病、ばれれとが管の尿

説説説説説
明明明明明

すましを明説状病宜適りよ医治主

等所場の室術手に方の族家りよ師護看
すまし明説

すましを明説のていつに薬りよ師剤薬

が画計療診、度程の静安、は合場いならま治が状症迫切
すまりあがとこるなに更変

合場るなと院退※
明説りよ師医

ていつに画計療治の後院退

明説りよ師護看
ていつに活生常日の後院退

すまりなと院退ばれけなが題問果結の査検、察診
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